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2.研 究 成 果
設定課題 1.ニホンザル地域個体群の研究
ニホンザルの個体群動態


































































A8(8才以上) Y8(5-7才) A?+Y9 3-4才 2-1才
290 140 290
75 30 70
80 40 60
1;480
(約 1,500)
'Jlのとおりである.高崎山のサルの推定頭数は第2表の
とおりである.Aは adult,Yはyoungを示す｡セソサ
ス参加者は13名であったl)｡白山の調査は,1973年2月
20口から3月11日まで行なった2)｡今回は,群れの個体
数の確miBとともに,群れが沢を枕切ったり,広いナ/(
ク 3)で拭虫しているときの群れの広がりなど,遊動時の
耶ILのスべ-シソクの記載をおこなったが,袈現法が困
班なため地理がついていない.セソサスと群れのトレー
スについて.今年度は次の2点をとくに追求したいo1)
>}ライ布令批点より上流の蛇谷流域の群れの有無の確認
と七ソサス｡2)しばしばその付近で群れを見失ってしま
ラ.オオノマ,コミソシャ谷,丸石谷付近での確実な群
れのトレース｡
こかソザルの那伽こついては,正常死亡年令,最長寿
命.0才呼物余命などを罪出できるほどには資料が充分
でない｡即Jl群または餌づけ直後の群れ約30群より,大
まかな鵬収な出してみたが,群れのサイズが10教頭から
2001.-Jl近いものまでバラツイていることや,地域差など
もあって,自然状態の安定年令構成を知ることも困難で
あった｡しかし,これらの枚討は,ニホソザルに対する
糾付けの好評を血的に知る上でも,個体群動態の分析の
上でも必班'Cあり,今年度は高崎山の資料を加えて,目
安となる放伯とモデルを出したい｡
串島のニホンザル群と森林植生4)
荻野 和彦 (京大･農)
こかソザルの群れが,生息地の植生をエネルギ 源ーと
して利用するとみたとき,どのていどのものを必要とす
1)別荘参加者:四郎疏達,大沢秀行,上原国男,佐藤
牧.奥村良子,秦日出光,泰雄-,川合専一,中野
招二.中谷宗一,門脇率造,二宮直夫0
2リヒ同調査で2月5日から2月27日まで伊沢放生が,
2J15日から3月12日まで佐藤駿が調査をおこなっ
た｡
3)ナ〆レ道や,伐採跡などの高茎草原.ススキ･スス
クケなどサルの食物が多い｡
l)木村光伸 (京大･放)との共同研究｡
るかoテホソザルの群れと生息地の畳的関係をあきらか
にするため,率島においてニホソザルの群れの植物の利
用のしかた,ならびに利用される森林植生の特性につい
て調査をおこなった｡
ここでは,森林植生とサルの群れの関係な.単純な物
質の流れの糸,一次生産者としての森林組物と消染着と
してのサルの群れのみを考えることとするoまたサルの
群れは,そのエネルギー節として,森林植物にのみ依存
しているものとする｡そうして森林植物のもつ可給エネ
ルギ 最ーと,サルの群れの要求エネルギ 虫ーの,{ラソス
シートを描いてみる｡
事由の森林植生には,かなり人手がくわわっているこ
とがみとめられる｡これを概観してみると,凸の択なと
りまくように岩石の裸出する部分があり,貧弱な海浜植
生がみられる.ここにつづいて斜面の中部から,下部む
に面するところにみられるのがトベラ林である｡凸の托
板の上部には,点々とイヌマキ林がのこっている｡凸の
南に位匠する高地,ミ≠ミマキな中心に,北へのびる尾
根と,西へのぴる尾取にかこまれた,やや内陸的とよべ
るところには,タブ林がひろがっている｡コドマリとオ
オドマt)の沢沿いと,スギダイラには,アカメガツワ林
がつづいている｡スギダイラのアカメガツワ林は,スギ
造林地の皆伐跡に成立した二次林であり,タブ林ではす
くなくとも大正時代以来薪炭材の採取がおこなわれてい
たといい,事実いくつかの炭焼あとがのこっている｡
薪炭林として利用されつくしたタブ林,二次林として
成立したアカメガツワ林,点状に残ったイヌマキ林,およ
びトベラ林が,ここでのサルの群れが利用しうる植生の
すべてである｡利用可能な植物丑がどれほどあるかなき
わめておおざっぱに推定するため,施児Ll県川内市のコ
ジイ林でおこなわれた調査から,現存凪 生長丑のデー
タをひろいあげてみると,幹221ton/ha,校82ton/ha,
策8･4ton/haであり,生長畠は幹5･7ton/1a･yr,枚2.6
ton/ha･yr,菓0･16ton/ha･yrである｡菜の苅命が2年間
であるとすれば,現存虫のおよそ半分が当年の生産にか
かるものとみることができる｡このうちサルの採食しう
るものは,比較的若い薬,小枝,果実であるから,葉の
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